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シ ョ ル の英雄叙事詩
｢カ ー ン ･ ペ ル ゲ ン+ ｢ア ル テ イ ン ･ ス イ ル イ ク+
山下宗久
シ ョノレに つ い て
シ ョ ル は主に ､ 南シ ベ リア の ケメ ロ ヴォ州南部 に居住 して い る｡ 1 989年の 国勢調査 に よ
ると､ 旧 ソ連国内の シ ョ ル の人 口 は約 1 万 7千人で ､ ロ シ ア連邦に住む シ ョ ル 人の 中で シ
ョ ル 語 を母語と見な して い る者の割合は 5 7. 5%で あ っ たo シ ョ ル 語はテ エ ル ク諸語に属 し､
文字は 18 80年代に ロ シア文字をもとに して作られた｡
18世紀以前､ シ ョ ル は鉄 の精錬と鍛造 を生業と し､ 鉄製品を遊牧民 の家畜や フ ェ ル トと
交換 して い た｡ しか し､ 1 8世紀の未 ､ ロ シア人 との 接触が 拡大 し､ ロ シ ア の鉄製品との 競
争に太刀 打ちできなく なると､ 鉄の 精錬 と鍛造は衰退 し､ 狩猟 (特 に毛皮獣狩猟) や漁務､
農耕､ 牧畜が生業にな っ た ｡ また ､ 副業と して採集や養蜂を行 っ て い た｡
か つ て の シ ョ ル にと っ て ､ 最も重要な神時ユ リゲ ン (創造神) で あり ､ そ の ほか にも山
や川 などの神 々 が信仰されて い た｡ また､ 地下世界には エ ル リク という支配者が い ると考
えられて い た｡ シ ヤ マ ン は氏族の枠の 中で ､ 自分 の能力と守護霊を継承 して い っ た｡ シ ヤ
マ ン の 儀式は狩猟 の成功 ､ ある い は病 人の 治療の ため に行われ た｡ シ ヤ マ ンは儀式を行う
ことに よ っ て ､ い けに えにされた動物 の 毛皮や肉､ 時に は金銭 を受け取 っ た ｡
1 980年代に入 ると､ 民族の伝統文化 に対する 関心が 高ま っ た ｡ 例 えば､ 1 98 5年 からは ､
始祖の オ リ グデ クを祝う祭や ､ 春 と夏の節目 の パイ ラム 奈が催され る ように なっ た｡
口裏文芸 に つ い て
シ ョ ル の 口承文芸 の主なジ ャ ンル と して ､ 次の もの が挙げられる｡
･ 英雄叙事詩 (alⅠptfgnibaq)
･ 昔話 ､ 伝説 ､ 言 い伝え (pt m ngu 6o oq,arbak)
か つ て の共同体 の 関係や ､ 狩猟 の 中で形成された宗教観を反映 して い る｡
タイガで の典型的な狩猟 の状況を描き出 し､ 様々 な鳥獣が登場するo
･ 歌謡 (sar血)
･ 諺 ､ 成句 (tilgar s6s,kip s6s)
･ 謎 々 (tap qa心
英銀叙事詩に つ い て
シ ョ ル の英雄叙事詩 を初めて記録 したの は ワ シ - リイ ･ ラ ド ロ フ(1 837- 191 8)で ､ 1861
年 の ことだ っ た｡ 現在までに ､ 1 30篇以上 の英雄叙事詩が記録され ､ そ のうちの 2 4篇が 出
版されて い る｡
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シ ョ ル の 口承文芸学者ア ン ドレイ ･チ エ ドヤ コ フ(19 28- 94)は シ ョ ル の英雄叙事詩 を次 の
4 つ の タイ プに分類 してい るo
①猟師を して い る英雄に 関する作品で ､ これ はとても古い 時代 の も の で ある ｡
②戦士 で ある英雄や ､ 牧畜民の 統率者や ､ 部族間 の戦争に関す る物語 で ､ こ れ は最も
数が 多く ､ ①よりも新 しい時期 の もの で ある｡
③征服者で ある汗 に貢物 を納 め る こ とに反対する英雄た ちの 闘争や ､ 英雄た ちに よる
困窮 した人々 の保護と い っ た ､ 社会的衝突が中心に据えられ て い る物語 ｡
④語り手や楽士 ､ 音楽 ､ 楽器に 関す る叙事詩的作品｡
但 し､ ①か ら④の 分類は あくまでも仮 のも の で ､ 実際の 個々 の英雄叙事詩 には中間的な
も のもある こ とは ､ チ ャ ドヤ コ ブ 自身も認 めて い る｡
シ ョ ルq)英雄叙事詩に は ､ 頭韻や脚韻 ､ 対句 が数多く見 られ る o さらに ､ 押韻と対句が
巧みに組み合わされて い る箇所が 所 々 に見受けられる ｡
(例)_Artpa ry an鉦kabi畠
Azan poltur, &birkal塵.
_
AspiLrY anPalab
.
I
t
s
Abirpoltu r, 旦ylaa nkalai.
以前出て い っ た私たち の愛児が
健康に なっ て ､ 戻 っ て きた｡
去 っ て い っ た私た ち の息子が
強く なっ て ､ 帰 っ て きた｡
(『ア ル テ イ ン ･ ス イ ル イ ク』1 504-1 507行目)
シ ョ ル の英雄叙事詩は ､ 二弦 の擬弦楽器 (コ ム ス) の伴奏を付 けて ､ 一 節を喉歌 (カイ)
で 歌 っ た後 ､ もう 一 度その 一 節を朗読詞で語り直すと い うこ とを繰り返 しなが ら､ 語 りを
進 めて いく[注 1]o こ の 語 り方 は シ ョ ル に隣接す る - カ ス の英雄叙事詩 の 語り方とよ.くノ似
て い るo しか し､ ハ カ ス で は ､ 伴奏に用 い られ る楽器は ､ ｢チャ トハ ン+ とい う琴 に似た楽
紫で ある [注 2]｡ また､ 喉歌で歌われ る部分の歌詞は ､ シ ョ ル の 英雄叙事詩 の場合､ 切れ
切れ で まとまりがなく ､ 意味の ない 一 昔節の語 (デイ ､ デ､ チ ､ ピ ル ､ ドな ど) が挿入さ
れ る ことが多い ｡
(例)Am dly王t61d叫 daydaydada,･
Qayr analimdldaydqydayday,
Qayr anpoly anるidayday,
Pt m y ut61d叫 dayday,
Qayr anpir so ndadayday,
Am d王rpoly anei dayday,
今の 世代の ､ デイ ､ デイ ､ デ ､ デ､
すば らしい ､ 前の ､ デイ ､ デイ ､ デイ ､ デイ ､
すばら しか っ た ､ チ ､ デイ⊥ デイ ､
か つ て の世代の ､ デイ ､ デイ､
すばらしい ､ ピル ､ の ちの ､ デイ ､ デイ
穏や かだ っ た ､ チ ､ デイ ､ デイ
(『カ ー ン ･ ペ ル ゲ ン』 の 冒頭部)
歌のメ ロ デ ィ ー は場面 に よ っ て使い 分けられ るo 例 えば､ 英雄叙事詩 『カ - ン ･ ベ ル ゲ
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ン』 で は 15種類 のメ ロ デ ィ ー が用 い られて い る｡
シ ョ ル の あいだで は ､ 英雄叙事詩 を語 っ ても よい とされて い たの は夜だけで ､ 昼間は語
っ て は い けなか っ た ｡ も し語り手が こ の タブ ー を破っ た ら､ 喉歌の 主に よ っ て ､ 語 り手の
記憶や ､ 時には魂さえもが奪わ れる と考えられて い た ｡ また､ 英雄叙事詩は必ず最後 まで
語らなけれ ぱならなか っ たo も し､ 最後まで語らなか っ た ら､ 語り手は忘れ っ ぽくなり ､
寿命が 短く なると考 え られて い た ｡ また､ 英雄叙事詩を語 っ て もよか っ た の は秋 と冬 で ､
夏は語 っ ては い けなか っ たo 語り手は 8 - 9週間続く秋 の 猟で轟晩 ､ 英雄叙事詩を語 っ た o
同 じ相手に語らなければならな か っ た の で ､ 語 り手の レ パ ー トリ ー は 6 0- 7 0篇 ､ ある いは
それ以上に なるこ ともあ っ た o
｢カ ー ン ー ベ ルゲン+
出典
ⅡIopcE E e rePO 耶 eC 正 郎 C X a3 a E E E. (Cep五井 ((Ⅲa M ∬ ⅡⅡⅩ耳¢oJIL X 皿OPa ‡IaPOAO B CE6耳p滋 E
月a 皿 Ⅱe rOBo cT O E a》, To w1 7)M o c R B a-HoBO CⅡ6EPCX, 19 98, c.49-32 l.
あらすじ
1) カ ー ン ･ ペ ル ゲ ン は地下世界 の 女カ ラ ･ カ トか ら､ 自分の妻になる べき人がア ル テ イ
ン ･ トル グで あるこ とを知り､ ア ル テ イ ン ･ トル グの ところに行 っ た｡ 花嫁獲得の ため の
競馬に カ ー ン ･ ペ ル ゲ ン の馬が勝利 した｡ カ ー ン ･ ペ ル ゲン は カ ラ ･ カ トと協力 して ､ 他
の英雄たちを負か し､ ア ルテ イ ン ･ トル グと結婚 した ｡
2) カ ー ン ･ ペ ル ゲ ン は ､ か つ て父 と義兄弟の契りを結んだアイ ･ カラ ･ カ ー ン か ら､ 父
が地下世界の 女カ ラ ･ シメ ル デイ に負けたこ とを知 っ た｡
3) カ ー ン ･ ペ ル ゲン は ､ カ ラ ･ シ メ ル デイと彼女の 娘のカ ラ ･ モ ロ トを負か した｡
4) カ ー ン ･ ペ ル ゲ ン とア ル テ イ ン ･ トル グの 間に男の 子が 生まれた｡ 男 の 子はアイ ･ カ
ラ ･ カ ー ン の 孫と 一 緒に ､ カ ラ ･ シ メ ル デイを退治 しに行 っ た o
梗概
1) カ ー ン ･ ペ ル ゲ ン の結婚
昔々 ､ 90 の峠がある黒い 山の 麓で ､ 人 々 が馬 を飼 っ て いた｡ 大地の 中心に は金色の 宮殿
が奪え立 っ て い た.宮殿の横に 立 つ 金色の 柱には栗毛馬が繋がれて い たo宮殿 には カ ｢ ン ･
ペ ル ゲ ンがた っ た1人 で住ん で い た｡ 彼は馬に近づ き､ ｢こ の世界に ､ 私と同 じように ､ 英
雄として 生まれてきた者は い る の か+ と尋ねた ｡ 馬は｢早く私 の 上に乗れ ｡ 異細 の地 - 行 こ
う+と言 っ た｡ カ - ン ･ ベ ル ゲン は コ ウモ リ の ようにさ っ と馬 に飛び乗り ､ 宮殿 をあとに し
た｡
矢が飛び越えられない ほ ど広大な草原の 真ん中で ､ カ ー ン ･ ペ ル ゲン は黒い 山の ように
大き いカ ラ ･ カ トと いう女に出会っ た｡ 彼女の 目と目 の間は 7指尺 ､ 陳毛 の長さは 5指尺
も あっ た｡ カ ラ ･ カ トは ｢おまえが命名 されたとき ､ 地下 90層の 下にある地下世界で も ､
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お まえの名は響きわた っ たo 60 の峠が ある金色の 山の 麓にア ル テ イ ン ･ カ ー ン が住んで い
る｡ 彼 には ア ル テ イ ン ･ トル グと いう娘が い る｡ 彼女がお まえの花嫁となる べ き人だ｡ 私
はお まえの あとを徒歩で追い かけよう+ と言 っ た ｡
カ ー ン ･ ペ ル ゲ ン は ア ル テ イ ン ･ トル グの とこ ろ - 向か っ た が ､'誤 っ て ､ 40 の峠が ある
緑の 山の 麓に住むケク ･ トル グの とこ ろに行 っ て しま っ た｡ 誤 りに気 づ い た カ ー ン ･ ペ ル
ゲン は再度ア ル テ イ ン ･ ト ル グの とこ ろ - 向か っ た｡ 彼が ア ル テ イ ン ･ ト ル グの とこ ろ に
到着したとき ､ す でに そ の 6 日前 に ､ 競馬が 始ま っ て いた｡ カ ー ン ･ ペ ル ゲ ン は 自分の馬
を放っ た｡ 彼 は ､ カ ラ ･ カ トがや っ て来る の を見た｡ 競馬に勝利 した の は カ ー ン ･ ペ ル ゲ
ン の馬だ っ た｡ カ ー ン ･ ペ ル ゲ ン とカ ラ ･ カ トは ､ ア ル テ イ ン ･ ト ル グ の とこ ろ に集ま っ
て いた他 の 英雄たちと戦い ､ そ のす べ て を負か した｡ 6 日間 ､ 婿礼 の宴が催され た｡ カ ー
ン ･ ペ ル ゲン は ア ル テ イ ン ･ トル グを金色 の卵に変え､ 右の ポケ ッ トに入れて ､.帰郷 した｡
故郷で は ､ 人民 も家畜も増えて い た｡ カ ー ン ･ ペ ル ゲ ンは ア ル テ イ ン ･ トル グを元の 姿
に戻 した｡ 婚礼の 宴が催された｡
2) 父親が地下世界の 女に負けたこ とを知 っ たカ ー ン ･ ペ ル ゲ ン
カ ラ ･ カ トは宴に招 かれた後､ 去 っ て い っ た｡ カ ー ン ･ ペ ル ゲ ン は ､ カ ラ ･ カ トと初め
て 出会 っ たときに彼女が ｢お まえが結婚 した後で ､ 秘話 を打ち明けよう+ と言 っ て い たこ
とを思 い 出 し､ カ ラ ･ カ トを捜 しに 出かけたo
カ ラ ･｢カトは アイ
･ カ ラ ･ カ ー ン の宮殿 に い た｡ カ ラ ･ カ トに代わっ て ､ アイ ･ カ ラ ･
カ ー ンがカ ー ン ･ ベ ル ゲン に秘話 を打ち明 けたo ｢おまえの お父 さん もカ ラ ･ カ
ー ンと いう
名で ､ おまえの お父さん と私 は竹馬 の友だ っ た ｡ 私た ちは第9天 に住む創造主 の 2人娘と
それぞれ結婚 し､ 義兄弟の契り を結んだ ｡ 私 にはカ ー ン ･ ア ル イプ とい う名の 息子が い た
が, 地下 90層の深み に住む ､ 鉛の ような目 を したカラ ･ シメ ル デイとい う女が ､ 9面 の杖
で カ ー ン ･ ア ル イプ を殴り殺 して しま っ た｡ おまえの お父 さんもカラ ･ シメ ル デイに杖で
3回殴られ ､ 草原に仰向けに倒れて しま っ た｡ おま えは故郷 に帰っ たら､ 宮殿 の 40番目の
部屋に入り ､ 6サ - ジ ュ ン の金色の檀に入 っ て い る 9面 の金色 の卵を 口 の 中に放り込 めo
卵の 中にはカ ラ ･ カ ー ン の 力が秘め られて い る｡ も しも ､ それが な けれ ば､ おまえはカ ラ ･
シ メ ルデイも､ 彼女の 娘の カ ラ ･ モ ロ トも滅ぼすこ とはで きない だろう｡ それ か ら､ おま
えの馬 を放ち､ 90 の峠が ある金色の 山までは走 らせ ろ｡ そ こ に はカ ラ ･ カ ー ン の 黒馬 がい
て ､ おまえの馬 に力を授けてくれる だろう｡ そ して ､ おまえの馬が帰っ てきたら ､ 80 の峠
がある黄色い 山の麓に行 け｡ そ こには ､ カラ ･ シメ ルデイと娘の カラ ･ モ ロ トが い て ､ 競
馬 が行われる ことにな っ て い るが ､ 私 がそ こ に着く まで ､ 競馬 を始め て はならない ｡ カ ラ ･
シメ ル デイ親子 と戦い 始 めて はならない ｡+
3) カ ー ン ･ ペ ル ゲン とカラ ･ シ メ ル デイの 戦い
帰郷 したカ ー ン ･ ペ ル ゲン は､ アイ ･ カラ ･ カ ー ンが言 っ て いた通 りに ､ 金色 の縮に包
まれた金色の卵を呑み込んだ｡ す ると､ 彼 の足元の 床は第9層まで - こ んだ ｡ それ から､
カ ー ン ･ ペ ル ゲン は自分の馬 を放づ たo 馬は黒 い 草原で カ ラ ･ シ メ ル デイ親子 を見た o 2
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人は自分た ちの 唯
一 の好敵手となりそうなカ ー ン ･ ペ ル ゲン と彼 の馬 を捜 して い た の だ っ
た｡
カ ー ン ･ ペ ル ゲン の 馬は先 - 進み ､ 馬も鳥も行き着 いた こ との ない 9 0 の峠がある金色の
山の頂に ､ や っ との こ とで辿り着 いた o 山頂 には金色の菓をつ けた ､ まわりが 9 抱え より
も太 い 金色の 白樺が あっ て ､ そ の 下に体長 4 0サ ー ジ ェ ン の 黒馬が 立 っ て い たo カ ー ン ･ ペ
ル ゲ ン の馬 は こ の 黒馬に ｢カ ラ ･ モ ロ トの馬 との競走に勝つ た め に ､ 私に力 を授 けて くだ
さい+ と頼ん だ｡ 黒馬が右の鼻孔か ら9面 の金色の 卵を吹き出す と､ そ の卵は カ ー ン ･ ペ
ル ゲ ン の馬 の右の 鼻孔 に入 っ た o カ ー ン ･ ペ ル ゲ ン の馬 は若返 っ た ｡ そ して ､ カ ー ン ･ ペ
ル ゲ ン の と ころに戻 っ た ｡
カ ラ ･ カ トが再びや っ て来て ､ カ ー ン ･ ペ ル ゲ ン に ｢地下世界と明 るい世界の 英雄は 1
人残らず､ 80 の峠が ある黄色 い 山の麓に集ま っ て い る｡ お まえも行け｡ カラ ･ シ メル デイ
もそ こ - 出発 した+ と言 っ た o
カ ー ン ･ ペ ル ゲ ン は 80 の峠がある黄色い 山に行 っ た｡ カ ー ン ･ ペ ル ゲ ン とカ ラ ･ モ ロ ト
はそ れぞれ ､ 自分 の馬 を放ち､ 競走させたo カ ー ン ･ ペ ル ゲ ンとカ ラ ･ モ ロ トは戦い始 め
た｡ カラ ･ カ トもアイ ･ カ ラ ･ カ ー ンも戦 っ た｡ 明る い世界 の英雄た ちと地下世界の英雄
た ちが戦 っ た o
9年 ､ 30年､ 40年が過ぎた｡ カ ラ ･ カ トはカ ラ ･ シメ ル デイと戦い ､ 力尽きて ､ 明る い
世界か ら去 っ て い っ た｡ アイ ･ カ ラ ･ カ ー ン はカ ラ ･ シメ ルデイに殺された ｡ カ ー ン ･ ペ
ルゲ ン は 自分の馬に ｢い つ まで カ ラ ･ モ ロ トと戦 っ て い るんだ｡ おまえはそれでも英雄か+
と罵られて ､ 発奮 し､ カ ラ ･ モ ロ トを殺 した｡
そ の時､ カラ ･ シメ ル デイがカ ー ン ･ ペ ル ゲ ン の脳天をめがけて ､ 杖を振りおろ したが ､
命中 しなか っ たo カ ー ン ･ ペ ル ゲ ン とカ ラ ･ シメ ル デイは戦い始め たo カ ー ン ･ ペ ル ゲン
が こ の地 に来て ､ 70年､ 9 0年が過 ぎたo そ して ､ つ い にカ - ン ･ ペ ル ゲン は勝っ たo
4) カ ー ン ･ ベ ル ゲン の 子の 誕生
力 - ン ･ ペ ル ゲン は帰郷 したo カ ー ン ･ ペ ル ゲン とアル テ イ ン ･ トル グの 間に男の 子が
生まれた｡ 男の 子は生まれて 3日後に は歩き始 め､ 母親に ｢名前をつ けて ほ しい+ と頼ん
だ｡ 男の 子 の と こ ろに老人がや っ て 来て ､ ｢おまえはお祖 父 さん が乗 っ て いた黒馬 に乗 るん
だ｡ おまえの名はアイ ･ カラ ･ カ ー ンだ+･と言 っ た o そ して ､ 老人は7 0天 の 向こうに去 っ
て い っ たQ アイ ･ カ ラ ･ カ
ー ン は宮殿の 4 0番目 の部屋に ある金色の ベ ッ ドで寝たo
目覚めたアイ ･ カ ラ ･ カ ー ンは 9層 の金色の 甲宵を身 に つ け､ 食事を した｡ それか ら､
父親に ｢私はカ ー ン ･ ア ル イ プの 息子 の アイ ･ カ ー ン ･ ベ ル ゲ ン の とこ ろに行きます ｡ そ
して ､ 彼と 一 緒に ､ 地下9 0層 の 下に住む ､ 7 つ の 呪文を知 っ て い るカラ ･ シメ ル デイ を退
治 しに行きます+ と言 っ て ､ 出発 した｡
カ ー ン ･ ペ ル ゲン は自分の馬 を自由に した. 彼 は最高の汗にな っ た o
私 (語り手) は偉大 な汗たちの 幸福 と成功を黒 い袋に入れ ､ そ れ を馬 に背負わせて ､ 持
っ て きた ｡ そ して ､ こ こ に集ま っ た人 々 にそれ を平等に分け与 えた の だ｡
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解説
1969年 ､ ア ン ドレイ ･ チ ュ ドヤ コ フ は ､ パ
ー ヴ ェ ル ･ ク イ デ ィ ヤ コ フ(1 90 8- 70)が喉歌
で歌 い ､ 語 っ たこ の英雄叙事詩をテ ー プ レ コ ー ダ ー で録音 した｡
チ ャ ドヤ コ フ は 『カ ー ン ･ ペ ル ゲ ン』 を上述 した 4 つ の タイプ の うちの②に分類 して い
るが ､ ①の 特徴も見 られ る と述 べ て い る o こ の英雄叙事詩 の最大 の テ ー マ は ､ 明 る い世界
の英雄を代表す るカ ー ン ･ ペ ル ゲン と ､ 地下世界 を代表す るカ ラ ･ シ メ ル デイ との戦い で
あるが ､ こ れは(卦に記 された部族間 の戦争と見なす こ とが できる o 但 し､ カ ラ ･ カ トは ､
地下世界に属 して い る にも かか わらず､ 最初か らカ ー ン ･ ペ ル ゲ ンと戦 うこ となく ､ 彼に
適切な助言 を与 え､ 彼 の 味方となっ て戦 っ て い るo
｢ア ル テ イ ン ･ ス イ ル イ ク+
出典
Ⅲ opc E 丑e r epO 耶 e C X E e CX a3 aE 肌(Cep 舶 《Ⅲa 班訂rE E E E･申o 皿 ⅩJI OPa ⅡaPORO B CⅡ6耳pⅡ E
刀a 皿 E er8Boc T O E a 》, To M1 7)M o cE B a- Ho B O CH6EpCR,19 98, c3 2 2-43 5.
あらすじ
1) ア ル テ イ ン ･ カ ー ンは カ ー ン ･ サル ダイ ン を負か した｡ それ から ､ コ ラ ･ サ ル イ グと
いう娘との戦い に は苦戦を強 い られたが､ どうに か勝 つ こ とができた0
2) ア ル テ イ ン ･ カ ー ン は創造主か ら息 子 の ア ル テ イ ン ･ ス イ ル イ クを授 か っ た｡
3)ア ル テ イ ン ･ ス イ ル イ ク のと こ ろ に ､ 地下世界の英雄と地上世界の英雄 (ア ル テ イ ン ･
チル テ ィ ス)が 来て ､ ｢カ ー ン ･ ス ラ ズ ィ ン の 魂を滅ぼ して 下さ い+と頼ん だ｡.ア ル テ イ ン
･
ス イ ル イク は 2人 の依頼を引き受 けた｡
4) ア ル テ イ ン ･ ス イ ル イ クは カ ー ン ･ ス ラズ ィ ン を負か した｡ それか ら ､ ア ル テ イ ン ･
チル テ ィ ス の息子 の ア ル テ イ ン ･ シ ャ ツ パ と協力 して ､ カ ー ン ･ ス ラズ ィ ン の弟の カ ラ ･
ス ラズ ィ ン を負か した｡
5) ア ル テ イ ン ･ ス イ ル イ クは ア ル テ イ ン ･ シ ャ ツ パ の姉と結婚 したo
6) 花嫁獲得の ため の 競馬に ア ル テ イ ン ･ ス イ ル イ ク の馬が勝利 したおか げで ､ ア ル テイ
ン ･ シ ャ ツ パ は創造主 の 娘と結婚する こ とが で きた｡
7) ア ル テ イ ン ･ ス イ ル イ クは ､ 地下世界 の支配者の息子 2人 を負か し､ 地 上世界と地下
世界における唯 一 の 汗 にな っ た｡
梗概
1) 父アル テ イ ン ･ カ ー ン の 時代
昔々 ､ 70 の峠がある金色の 山の 麓で ､ 人 々 が馬 を飼 っ て いた ｡ 大地に は金色の宮殿 が奪
え立 っ て い た｡ 宮殿 の基礎部分は地 下6 0層に まで達し､ 宮殿 の高さは 3天 よりも高か っ た｡
宮殿 の横に立 つ 金色の柱に柱葦毛の馬 が繋がれ て い た｡ 宮殿に は ､ ･6世代生き長 らえてき
た英雄アル テ イ ン ･ カ ー ン と妻の ア ル テ イ ン ･ ア ル イ グが住ん で い た｡ 彼 らに は子供も親
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戚も庇護者も いなか っ たo
ある時 ､ 栗毛馬に乗 っ た男が アル テ イ ン ･ カ ー ン の とこ ろに来て ､ ｢俺はおまえの 石 の炉
をぶち壊 しに ､ おまえ の海の ような灰 を吹き飛ば しにや っ て来た+と叫ん だ｡ ア ル テ イ ン ･
カ ー ン と男は戦 っ た o 9 日間戦 っ た後 ､ ア ルテ イ ン ･ カ ー ン は男 に名前とどこ か ら来た の
か を尋ねた｡ 男は ｢俺 の 土地は ､ 眠り込んで夢の 中で も行き着けない ような､ 考え込んで
考え の中でも行き着けない ようなと こ ろ にあるん だo 俺は父も母 も知らず ､ 黒 い崖 の赤錆
をなめ て大きくな っ た ｡ 名前は カ ー ン ･ サル ダイ ン だ+ と答 えた｡ 戦い は続い た ｡ 6年後 ､
大地 の底が震動 し､ 鏡の 引き金を引 い たとき の ように天蓋が はずれ落 ちた ｡ ア ル テ イ ン ･
ア ル イ グが窓を開けると､ ア ルテ イ ン ･ カ ー ン が勝利 して黒 い霧の 中から出てく るの が見
えた｡ ア ル テ イ ン ･ カ ー ン は宮殿 の 中に 入り ､ 妻は食卓に食事を並 べ た ｡
す ると ､ その 時 ､ 金色 の海 の底 か ら軟氷が 出てきて ､ 大地が揺れ ､ 風が荒れ狂 っ た ｡ コ
テ ･ サ ル イ グとい う娘がアル テ イ ン ･ カ ー ン の とこ ろに来て ､ r私 はお まえの清浄な魂をぶ
ち壊 しにや っ て 来た+ と叫んだ. 娘は強く ､ アル テ イ ン ･ カ ー ン は自分には娘を投げ飛ば
すだけの力は ない と思 っ た｡ こ れを見たアル テ イ ン ･ ア ル イ グは 宮殿か ら出て きて ､ 夫 を
励ま した｡ 6年後､ アル テ イ ン ･ ア ル イ グは ､ よたよた歩いた こ との ない 夫が よたよた歩
き ､ 足 を踏みはず したこ との ない 夫が足を踏みはずすの を見て ､ 夫に ｢私たちの 民と家畜
が他人 の 手に落 ちて ､ 民が大の 皿で食事を し､ 針穴ほ どの 窓か ら世界 を見 るようにな っ て
もい い の か+ と叫ん だo ア ル テ イ ン ･ カ ー ン は コ ラ . サル イ グに勝ち､ 黒 い霧の中か ら出
てきて ､ 自分の宮殿に向か っ た｡
2) 英雄ア ル テ イ ン ･ ス イ ル イ ク の 誕生
すると､ そ の時 ､ 7天 の頂か ら ｢葦毛馬 に乗 っ て ､‾70 の峠が あるおまえの 山に登れ+ と
いう金色の カ ツ コ ウの声が 聞こ えた ｡ ア ルテ イ ン ･ カ ー ン は 山に登 っ た｡ 山頂には金色の
葉をつ けた､ とて も太 い金色の 白樺が立 っ て い て ､ その 下に は金色 の テ
ー ブルが あ っ て ､
創造主が 3人座 っ て い た｡ ア ル テ イ ン ･ カ
ー ン は脆 い て ､ 自分を創 っ てくれた創造主 に ､
息子 を授けてくれ るように頼んだ｡ 創造主は ア ルテ イ ン ･ カ
ー ン の 願 い を聞き入れた｡ ア
ル テ イ ン ･ カ ー ン が家に帰っ た後､ 山か ら ｢アル テ イ ン ･ カ
ー ンがおまえの父で ､ ア ル テ
ィ ン ･ ア ル イ グがお まえの 母だo おまえは毛が灰色 でたてがみが金色 の馬に乗るん だQ お
まえの名は アル テ イ ン ･ ス イ ル イ ク だ+ とい う声が聞 こえた｡ アル テ イ ン ･ カ
ー ン が窓 を
開けると､ ア ダム の年ほ どの ､ 裸の 男の 子が山の 頂か らおりてきて ､ 宮殿 の方 - 走 っ てく
る の が見 えた｡ ア ル テ イ ン ･ カ
ー ン とア ルテ イ ン ･ ア ル イ グは息子の ア ル テ イ ン ･ ス イ ル
ィ ク に ご馳走 した後､ 息子 を眠 らせた｡ 両親が見守る 中､ ア ル テ イ ン ･ ス イ ル イ ク は 60
日眠り ､ 英雄にな っ た｡
3)･アル テ イ ン ･ ス イ ル イク - の依頼
すると ､ その 時 ､ 金色の海の底か ら栗毛馬が飛び出 した｡ そ の馬 には英雄の カラ
･ サ ル
ダイ ンが乗 っ て い て ､ 彼はア ル テ イ ン ･ ス イル イ ク に ｢あなたがお生 まれにな っ たこ とは ､
すで に地下世界で知られて い ますc 地下世界の 英雄たちは集ま っ て相談し､ 自分たちを苦
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しめてい るカ - ン ･ ス ラ ズ ィ
,
/ の魂をあなた の 手で滅ぼ して ほ しい と望ん で い ます o カ
ー
ン ･ ス ラズ ィ ンは地 下世界と明 る い世界 の英雄たちか ら貢物 を徴収 して い ます+ と言 っ た ｡
カ ラ ･ サ ル ダイ ン が話 し終わ らな い うちに ､ 大地 の 底が震動 し､ 竜巻が起 こ っ た｡ 斑馬
に 乗 っ た英雄が ア/ レテ ィ ン ･ ス イ ル イ ク の とこ ろにや っ て来た｡ ア ル テ イ ン ･ ス イ ル イ ク
が英雄に名前 とどこ から発 たの かを尋ね ると ､ 英雄 は｢私 は 7 0 の峠が ある緑 の 山 の麓か ら
来ま した ｡ 名 はア/レテ ィ ン ･ チ ル テ ィ ス です+と答 えた｡ そ して ､ ｢明る い世界 の英雄た ち
は カ ー ン ･ ス ラズ ィ ンの 魂をあなた の 手で滅ぼ して ほ しい と望ん で い ます+ と言 っ た｡ ア
ル テ イ ン ･ ス イ ル イ ク は 2人の依頼を引き受 け､ 母親の反対を押 し切 っ て ､ 40 の峠が ある
山の 麓に住むカ ー ン ･ ス ラズィ ン の とこ ろ - 向か っ たo
4) アル テ イ ン ･ ス イJレ -l グと ス ラ ズ ィ ン兄弟の戦い
その途中で ､ ア/レテ ィ ン ･ ス イ ル イ クは カラ ･ シメ ルデイに会 っ た ｡ 彼女は ｢私もカ -
ン ･ ス ラ ズ ィ ンの と ころ - 行こ う｡ 地下世界 の英雄たちも 1人残 らずそ こ - 行か せ よう｡
カ ー シ ･ ス ラズィ ン には カ ラ ･ ス ラ ズ ィ ン とい う不死 の弟が い る｡ 私は おま えの あとを追
っ て ､ 歩い て ､ カ ー ン ･ ス ラ ズ ィ ン の とこ ろ に行 こ う+ と言 っ た｡
アル テ イ ン ･ ス イ ル イ ク はカ ー ン ･ ス ラ ズィ ン の とこ ろに着いた o カ ー ン ･ ス ラズ ィ ン
が 金色の 宮殿か ら出 てき て ､ 赤毛馬 に乗 っ たo 2人は戦い始 めたo カラ .･ サ ル グィ ンも ､
ア ル テ イ ン ･ チル テ ィ ス も､ カラ ･ シ メ ル デイも ､ 彼女の妹の ク イ ル ･ シ メ ル デイも､ カ
ー ン ･ ス ラズ ィ ン の 英雄たちと戦っ た｡ 戦い は 6年 ､ 9年 ､ 30年 ､ 4 0年 ､ 60年､ 70年､
8 0年続い た ｡ その間 に､ シメ ル デイ姉妹は ､ 山 の ように大き い英雄 に殺 され ､ カ ラ
･ サル
ダ イ ンとア ル テ イ ン ･ チ ル テ ィ ス は カ ラ ･ ス ラ ズ ィ ン に殺された｡ ア ル テ イ ン
･ ス イ ル イ
ク はカ ー ン ･ ス ラズ イン を負か し､ カ ラ ･ ス ラ ズ ィ ン と戦い 始めた ｡
すると､ その 時､ 葦毛で たて がみが金色 の馬 に乗 っ た ､ ア ル テ イ ン ･ チル テ ィ ス の 息子
の ア ル テ イ ン.･ シ ャ ツ ′{がや っ て来た o ア ル テ イ ン ･ ス イ ル イ ク とア ル テ イ ン
･ シ ャ ツ パ
は交代でカ ラ ･ ス ラ ズィ ンと戦 っ たQ 90年が 2回過ぎたo そ して ､ つ い に ､ ア ル テ イ ン ･
ス イ ル イ ク はカラ ･ ス ラ ズィ ン を負か した ｡ ア ル テ イ ン ･ ス イ ル イ ク は地下世界 と地上世
界 の英雄た ちに｢私 は 景物 を観収 した こ とがな い ｡ あなたたちは以前 と同 じように汗と して
暮 らしなさい+と言 っ た｡ アル テ イ ン ･ ス イ ル イ ク とア/.
レテ ィ ン ･ シ ャ ツ パ は ア ル テ イ ン .
チ ルテ ィ ス の 死体を彼の妻の とこ ろまで運んだ ｡ 死体は金色 の棺に入れ られ ､ 7 0天 よりも
高い金色 の カラマ ツ の 将に吊る された｡
5) ア ル テ イ ン
･
･ ス イ/レイ ク の結婚
ア ルテ イ ン ･ シ ャ ツ パ ほア ル テ イ ン ･ ス イ ル イ クが独身である こ とを知 り､ 自分の 姉を
ア ルテ イ ン ･ ス イ/レ イク に嫁がせ る こ とに した｡ 6日間 ､ 婚礼の 宴が催された ｡
ア ル テ イ ン ･ シ ャ ツ パ 紘ア ル テ イ ン
･ ス イ ル イ ク に ｢私 の 妻とな る べ き女が 9 天の 頂に
い る｡ 彼女は 9人 の 創造主 の末娘だ+ と言 っ た ｡ ア ル テ イ ン ･ ス イ ル イ クは花嫁を金色の
卵 に変え ､ ポケ ッ トに入 れて ､ 帰郷 したo 彼 は花嫁を元 の 姿に戻 したa 9 日間､ 婚礼の 宴
が催された｡
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6) ア ル テ イ ン ･ シ ャ ツ パ の結婚
す ると､ そ の時 ､ 9天 の 向こうか ら ｢9人の創造主が 娘を要らせ る競争を企て ､ 青い矢
を放とうと して い る+ とい う金色 の ラ ッ パ の 声が聞 こ えた｡ これ を聞 いたアル テ イ ン
ー ス
ィ ル イ ク は第9 天 にの ぼ っ たo そ こ に 臥 最良の英雄た ちが集ま っ て いた o ア ル テ イ ン
ー
シ ャ ツ パ も来て い た｡ 青い 矢が放た れた ｡ ア ル テ イ ン ･ ス イ ル イ ク の 馬とア ルテ イ ン
. シ
ャ ツ パ の馬は矢 を追い か けて ､ 四角 い 世界 を十字に 9回走 っ た o ア ル テ イ ン
･ シ ャ ツ パ の
馬は力 尽きた ｡ ア ル テ イ ン ･ ス イ ル イ ク の馬は広 い 大地を十字 に 30回走 っ たo 9層 の金 の
蹄鉄も､ 蹄も ､ 擦 り減 っ て なく なっ て しま っ たo そ して ､ つ い に ､ 矢を拝まえた ｡ ア ル テ
ィ ン ･ ス イ ル イ クの 馬は ､ ア ル テ イ ン
･ シ ャ ツ パ の馬 の たて が みをくわえて ､ 30天の 頂に
の ぼり ､ 3 人の創造主に頼ん で ､ ア ルテ イ ン
･ シ ャ ツ パ の馬 を生き返らせ て もらっ たo 3
人の 創造主は ア ルテ イ ン
･ ス イ ル イ ク の馬 の蹄に 9層の 金の 蹄鉄 をつ けた o 自分の馬か ら
矢を受け取 っ たア ル テ イ ン ･ ス イ ル イ ク 臥 創造主たちに矢を渡したo ア ルテ イ ン
. シ ャ
ツ パ は 9人 の創造主の 娘と結婚 した｡
7) 地下世界の モ ロ ト兄弟との戦い
9人の 創造主は ､ ア ル テ イ ン ･ シ ャ ツ パ の 口q)中に卵を入れて ､ 英雄 の 力を与えたo そ
して ､ ｢地下世界の支配者 エ ル リ グ ･ カ
ー ン には トン グ ･ モ ロ トとチャ シ ･ モ ロ トとい う息
子があるo モ ロ ト兄弟は 『地上世界 と地下世界にお いて ､ 汗 は 1人である
べ きだo 明る い
世界の 英雄たちの 中で ､ 我 々 と敢えて戦えるの 臥 アル テ イ ン
･ ス イ ル イ クとア ルテ イ ン ･
シ ャ ツ パ だけだ』 と思 っ て い る o ア ル テ イ ン ･ ス イ ル イ ク は 日の 出の 地で トン グ
･ モ ロ ト
と戦えo ア ル テ イ ン ･ シ ャ ツ パ は 日 の入り の 地でチャ シ
･ モ ロ トと戦えJ と言 っ たo
ア ルテ イ ン ･ ス イ ル イ クとア ル テ イ ン
･ シ ャ ツ パ はそ れぞれの 故郷 に帰っ たo ア ル テ イ
ン ･ ス イ ル イ ク はア ルテ イ ン ･ シ ャ ツ パ に呼び出されて ､ 彼 の とこ ろ に行 っ たo そ
して ､
両雄 は戦い に出発 し､ 途 中で別れ た ｡
ア ル テ イ ン ･ ス イ ル イ クは日 の 出の 地に着い たo ア ル テ イ ン
･ ス イ ル イ ク とトン グ ･ モ
ロ トは戦い始 めた｡ 2人の 馬も競走を始めた ｡ 馬の 走力は互角だ っ たo アル テ イ ン
. ス イ
ル イ ク の馬 臥 ア ル テ イ ン ･ チル テ ィ ス が葬られたカラ マ ツ の隣に若い カラ マ ツ が生えて
い るの を見て ､ 不安を感 じた｡ 80 の峠が ある黄色 い 山の頂で ､ ア ルテ イ ン
･ ス イ ル イ クの
馬は ア ルテ イ ン ･ シ ャ ツ パ の馬 と会 い ､ ｢ア ル テイ ン
･ シ ャ ツ パ の様子を見に行け+ と忠告
し､ 自分は アル テ イ ン ･ ス イ ル イ クの とこ ろに戻 っ たo やがて ､ ア ル テ イ ン
･ シ ャ ツ パ の
馬がや っ て 来て ､ ア ル テ イ ン ･ ス イ ル イ クの馬 に ｢ア ルテ イ ン
･ シ ャ ツ パ がチャ シ ･ モ ロ
トに負けそうだ+ と告げた｡ ア ル テ イ ン
･ ス イ ル イ ク の馬 はア ル テ イ ン
･ シ ャ ツ パ の とこ
ろに行き ､ ア ル テ イ ン ･ シ ャ ツ パ が負けそうなことを確か めると､ ア ルテ イ ン
･ ス イ ル イ
ク にそ の こ とを告げた ｡ ア ルテ イ ン ･ ス イ ル イ ク は トン グ
･ モ ロ トを倒 した後､ ア ル テ イ
ン ･ シ ャ ツ パ を助けに行 っ た｡
しか し､ ア ル テ イ ン ･ シ ャ ツ パ は既 に死んで い たo ア ル テ イ ン
･ ス イ ル イ クは チャ シ ･
モ ロ トも倒すと､ ア ル テ イ ン ･ シ ャ ツ パ の死体を彼 の 妻と母親の と こ ろまで運ん だo ア ル
テ イ ン ･ シ ャ ツ パ の 死体は父親の ア ル テ イ ン
･ チル ティ ス の 隣に葬 られたo
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アル テ イ ン ･ ス イ ル イ ク 持帰郷 したo 彼 の 両親は既 に亡く なっ て いたo 彼 は明 るい 世界
と地下世界にお ける唯 一 の汗 とな っ た .-
解説
1967年 ､ ア ン ドレイ ･ チ エ ドヤ コ フ は ､ パ ー ヴ ェ ル ･ ク イ ディ ヤ コ フ が喉歌で 歌い ､ 語
っ た 『ア ル テ イ ン ･ ス イ ル イ ク』 を聞い た｡ その あと､ もう 一 度語 っ て もらう こ とに して ､
それをテ ー プ レ コ ー ダ ー で録音しようと した が ､ テ ー プ レ コ - ダ - の調 子が悪く ､ 録音で
きなか っ たo 数か月後 ､ もう 一 度語 っ て もらい ､ それをテ ー プ に録音する こ とが で きたo
但 し､ そ れは シ ョ ル の英雄叙事詩の 一 般的 な語り方で はなく ､ 喉歌も楽器 の伴奏もなか っ
た｡
梗概の 4) で ､ ア ル テ イ ン ･ ス イ ル イ クは ､ ス ラ ズ ィ ン兄弟 を負か し､ カ ー ン ･ ス ラ ズ
ィ ン か ら貫物 を要求 されて 苦 しめ られて い た地下世界と地上世界 の 英雄たちを解放 した｡
そ の意味で ､ こ の英雄叙事詩は ､ 上述 の チ ュ ドヤ コ ブ が分類 した4 つ の タイプ の うちの③
に入れる こ とがで きる ｡ しか し､ 梗概の 1)･でア ル テ イ ン ･ カ ー ンが 戦っ たカ ー ン ･ サル
ダイ ン と コ ラ ･ サ ル イ グ ､ 梗概 の 7) でア ル テ イ ン ･ ス イ ル イ ク が戦 っ たモ 占 卜兄弟は ､
英雄たちに対 して 貢物 を要求 して いた わ けで はな い ｡ また ､ 『ア ル テ イ ン ･ ス イ ル イ ク』 に
は地下世界に住んで い る者た ちが数多く登場 して い る ｡ つ まり ､ こ の 葵雄叙事詩は純粋に
③の タイプに分類され るもの で は な い と言える の で あるo
『アル テ イ ン ･ ス イ ル イ ク』 では ､ 馬 の活躍する場面が かなり多 い ｡ 例 えば､ 梗概の 6)
の
､ 創造主の 娘を花嫁 と して獲得す る競争で は ､ 放たれた矢を馬 が締まえた こ とに よ っ て ､
ア ル テ イ ン ･ シ ャ ツ パ は花嫁を獲得する こ とが できたの で あるo 通常 ､ 花嫁を獲得する競
争で は､ 集ま っ た英雄たち自身が レ ス リ ン グと弓矢と競馬 を して ､ 競い 合うの だが ､ アル
テ イ ン ･ シ ャ ツ パ と彼 に応援を頼まれたア ル テ イ ン ･ ス イ ル イ クが ､ 他の英雄た ちと競い
合っ たとは語 られて い な い ｡ また ､ 梗概の 7) の ア ル テ イ ン ･ ス イ ル イ クとトン グ ･ モ ロ
トが戦う場面 でも､ 英雄同 士が戦うだけで はなく ､ 馬も競走 して ､ 走力 を競い 合 っ て い る ｡
それ から ､ 『カ ー ン ･ ペ ル ゲ ン』 で主人公 の 敵と して登場 したカ ラ ･ シ メ ル デイが ､ 『ア
ル テ イ ン ･ ス イ ル イ ク』 で は､ 主人公 の 味方 とな っ て共通 め敵と戦 っ て い るの も興味深 い ｡
注釈
1 . 但 し､ 喉歌で歌 っ た 一 節を朗読調で語り直した あと ､ そ の次の 一 節を ､ 喉歌で歌うこ
となく ､ そ の まま朗読調で語 っ て しまうこともある ｡
2/ シ ョ ル に 隣接する ア ル タイ の英雄叙事詩は ､ 最初から最後まで喉歌で歌われ るこ とが
多い . 喉歌に は 二弦 の頼弦楽器 の伴奏が付くが ､ こ の 楽器をア ル タイ は
ご
｢コ ム ス+ とは 呼
ばず､ ｢トプシュ ー ル+ と呼 ん で い る o
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